
■米国：FERCが電力系統への物理的攻撃に関する対策を NERCに指示 

連邦エネルギー規制委員会（FERC）は 2014 年 3 月 7 日、北米電力信頼度協会（NERC）

に対して電力系統の重要設備に対する物理的攻撃の対策立案を求めるオーダーを発令し、

90 日以内に電力系統の物理的攻撃リスクおよび脆弱性に関する信頼度基準を提出するよう

求めた。発端となったのは昨年 4月のカリフォルニア州サンノゼに位置する PG＆E社の変

電所が銃撃を受けた事件であり、民主党上院議員のグループが新たな対策の立案を FERC

に求めていた。FERC はこれを受けた形でオーダーを発令するとともに、議会に対しては

電力系統情報に関して情報公開法（Freedom of Information Act）の限定的な免除を検討す

るよう求めている。対象となる設備は、変電所、制御所、その他万一の場合に系統運用に

支障を来したり大停電を引き起こしたりする可能性のある設備であり、設備所有者、運用

者は、リスク評価および防御策の開発・導入を求められている。 

 


